
令和８年度地域おこし協力隊（有機農業チャレンジ）募集要項 

 

１ 目的 

 近年、国や茨城県では、有機農業をはじめとした環境にやさしい農業の普及を積極的に推

進しており、有機農産物に対する消費者の関心は高まっています。 

そのような中、結城市では、有機農業をはじめとした環境にやさしい農業を推進するため、

有機農業にチャレンジする地域おこし協力隊員を募集します。 

 

２ 活動内容 

（１）有機農業の実践・推進（必須） 

   * 結城市内での有機農産物の栽培・管理 

   * 日本農業実践学園や地元農家と連携し、有機農業の技術習得及び実践 

（２）有機農産物のブランディング・販路開拓 

   * 有機農産物の販路開拓 

   * 有機農産物の魅力発信（SNS、イベント、EC サイト等） 

   * 直売所やマルシェでの販売活動・PR 

   * 農業体験イベントの受入れ 

  * ６次産業化（加工・販売）の支援と商品開発への関与 

※活動内容の詳細は、隊員の希望や活動状況に合わせて計画の上決定します。 

 

３ 応募条件・求める人物像 

【応募条件】 

（１）三大都市圏内（※1）の都市地域・指定都市または三大都市圏外の指定都市（※2）に

現に住所を有し、委嘱後に結城市へ住民票を異動し居住できる方 

※１ 三大都市圏：首都圏・中京圏・近畿圏のこと。 

※２ 三大都市圏外の指定都市：札幌市、仙台市、新潟市、静岡市、浜松市、広島市、

岡山市、北九州市、福岡市、熊本市のこと。 

（２）協力隊活動終了後に、本市で定住・就農（10 年以上）する意向をお持ちの方 

（３）普通自動車運転免許を取得している方（採用までに取得見込を含む） 

（４）有機農業に関する屋外作業（長時間の立ち作業、重量物の運搬等）を含む業務に支障

なく従事できる方 

（５）有機農業に熱意がある方（農業経験不問） 

【求める人物像】 

（１）地域との関わりを大切にし、コミュニケーションが取れる方 

（２）柔軟な発想を持ち、新しいことに前向きにチャレンジ（行動）できる方 

（３）発信力（SNS やブログ等）があり、情報発信に積極的な方 



４ 勤務条件 

待遇 内容 

(1)募集人数 令和８年度 ２名 

(2)任用形態 
結城市地域おこし協力隊設置要項に基づき結城市長が委嘱します。 

※市との雇用関係はありません。 

(3)委嘱期間 
委嘱の日から最長５年間とし、年度ごとに更新します。 

※着任日については相談に応じます。 

(4)報償費 

（給与） 

月額 291,600 円（月 160 時間）を上限とします。 

※活動日数が上限に達しない場合は、活動実績（日数又は時間）により

算出した金額をお支払いします。 

※所得税（10.21％）を控除した額が支給されます。 

(5)活動時間 
原則１日８時間、週３日～週５日 程度（季節や天候等により変動あり） 

※始業・就業時間は活動内容により隊員が設定できます。 

(6)福利厚生 
市との雇用契約を結ばないため、国民健康保険や国民年金は隊員自身

で加入していただきます。 

(7)住居 

民間の賃貸住宅等を隊員自身で契約していただきますが、月額５万円

を限度に市が家賃及び駐車場賃借料を補助します。 

※引越し費用、敷金・礼金・光熱費等については隊員の自己負担となり

ます。 

(8)活動に関す

る資金 

■活動に係る車両の借上に要する経費 

市内の移動には自動車が不可欠です。活動には隊員の自家用車を使用

していただきますが、移動距離に応じて月額 20,000 円を上限に市が補

助します。 

■通信費 

実費分を市が補助しますが、活動に使用するパソコンや携帯電話等は

隊員各自で用意していただきます。 

■その他活動費 

上記のほか、活動に必要な農機具・資材・消耗品購入、研修参加費、旅

費、傷害保険料、損害賠償保険料等、活動経費と認められるものは予算

の範囲内で支給します。 

※（7）住居、（8）活動に関する資金に対する補助の合計額は、年度上

限額 2,000,000 円。ただし、委嘱期間の始期または終期が年度の途中に

当たる場合、上限額を 12 で除した額に活動月数を乗じた額 

(9)兼業 地域おこし協力隊の活動に支障のない範囲で可能です。 



５ 着任後のフォロー体制・支援制度 

（１）伴走支援 

  ア 着任時のオリエンテーションや視察同行、月２回程度の定例会を通じて活動計画

の策定や振り返りを支援します。 

イ 有機農業を実践する畑の調整を支援します。 

ウ 不慣れな地で孤独感を感じることがないよう、多様なコミュニティと関わる機会

を設けます。 

（２）研修・スキルアップ 

ア 連携協定を結ぶ日本農業実践学園での研修制度や、講師による畑での技術指導を

行います。 

イ 総務省・県などが実施する研修や相談窓口を紹介します。 

（３）起業・定住支援 

ア 任期２年目から任期後３年以内までに活用できる最大100万円の起業等支援補助

金（１人以上の新規雇用を行う場合は200万円）を案内します。 

イ 関係機関と連携し、就農に向けた経営計画の作成を支援します。 

 

６ 応募・選考 

（１）応募 

ア 応募方法 

「結城市地域おこし協力隊隊員応募申込書（有機農業チャレンジ）」に必要事項を記入

し、履歴書（写真添付）、住民票の写し、普通自動車運転免許証の写しを添えて提出し

てください。 

イ 受付期間 

令和８年 3 月 19 日（木）から随時 

※応募を受け付けた順に選考を行います。採用者が決定次第、募集を締め切ります。 

ウ 提出先 

郵送・持参の場合 〒307‑8501 茨城県結城市中央町二丁目３番地 

結城市 経済環境部 農政課 農業係 

メールの場合   nousei@city.yuki.lg.jp 

※封筒またはメールの件名に【地域おこし協力隊応募】と明記してください。 

エ 留意事項 

   * 提出していただいた全ての書類は返却いたしません。 

  * 応募及び選考にかかる経費（郵送料、交通費等）は応募者の負担となります。 

  * 選考時に内容確認のため連絡する場合があります。 

 

 

mailto:nousei@city.yuki.lg.jp


（２）選考 

  選考は１次審査（書類）、２次審査（面接）によって行います。 

区分 審査方法・通知方法 

第１次審査 

【書類審査】 

提出された書類を審査し、選考結果をメールおよび通知文によりお知

らせします。 

第２次審査 

【面接審査】 

第１次審査に合格した方に対して、個人面接を行います。 

なお、面接日・面接場所については、第１次審査合格者にメール及び 

通知文によりお知らせします。 

委嘱の決定 
第２次審査を受けた方に対して、メール及び通知文で合否をお知ら 

せします。 

 

７ その他 

応募や活動内容等について不明な点がありましたら、下記までご連絡ください。 

○結城市経済環境部農政課 地域おこし協力隊担当 

住 所：〒 307‑8501 茨城県結城市中央町二丁目３番地 

電 話：0296‑34‑0360 メール：nousei@city.yuki.lg.jp 

 


